
〇「デジタル社会の実現に向けた重点計画」(令和４年６月閣議決定)において、「防災」、
「健康・医療・介護」、「教育」などをプラットフォーム整備に重点的に取り組む分野と位
置付け、令和７年までの実装を目標とした。
〇災害対応機関の迅速な情報集約・共有の枠組みである「防災デジタルプラットフォーム」
の整備に向け、「災害対応基本共有情報(EEI)」を策定、中核システムである「新総合防災
情報システム（SOBO-WEB）」を構築し、令和６年４月に運用を開始した。
〇SOBO-WEBとの連携を目指すこととされた国、地方公共団体、ライフライン事業者等の各
システムとの連携を推進し、令和７年12月に「防災デジタルプラットフォーム」を構築した。
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○令和６年４月より運用開始の新総合防災情報システムで、国や地方自治体、指定公共機関等
の災害対応機関が共有すべき特に重要な災害情報を、全米情報共有化協会のEEI（※）を参考
に、災害対応基本共有情報（EEI）として整理。

○全米情報共有化協会のEEI、近年の我が国における災害情報の共有実績、新総合防災情報シス
テム利用機関のニーズ等の調査検討結果から、情報項目の細分まで整理し、災害対応基本共
有情報（EEI）第１版としてとりまとめた。「防災分野のデータプラットフォーム整備に向け
た調査検討業務」の一環で検討。

○令和６年度より詳細化や項目の追加について調査・検討のうえとりまとめを実施。
令和7年6月10日に第1.1版を公表

EEI第1.1版 一覧

災害対応基本共有情報（EEI）

※EEI： Essential Elements of Information
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○データ属性の整理は、実用性も勘案し、2つの区分で実施
 基本共有データ属性：多くの災害対応機関での統一的な情報共有のため、新総合防災情報シス
テムへの基本的な情報収集、配信対象とするデータ属性。データ連携に当たっては、必須の連
携データ項目とする。（※発災状況等に応じて、実データ入力等の遅れ・空欄等は許容）

 特定データ属性：データ連携時の必須のデータ項目とはしないが、地域事情や災害状況等に応
じて新総合防災情報システムとデータ連携を推奨する項目。

○データ属性について、既存の複数の関連システム等での表記揺れも整理。

基本共有データ属性

特定データ属性

・連携時必須の項目
・データは空欄も可

・連携時推奨の項目
・連携する場合は準拠
・データは空欄も可

情報項目
（分類）No. （細分）

都道府県庁舎

重要施設18

市区町村庁舎
警察施設
消防本部
その他（原子力施設）
その他（保健所）
災害廃棄物仮置場廃棄物19
介護施設・事業所等

要配慮者施設20 障害者支援施設等
児童福祉施設等
避難所

避難所等21
避難所開設情報（都道府県別集計）
避難場所
一時滞在施設

データ属性
（以下、避難所より一部抜粋）

全国共通避難所・避難場所ID

緯度
経度
施設名
想定収容人数
想定避難者数（通常時）
想定避難者数（最大時）
施設面積
トイレの有無
使用可能な女性トイレの数
使用可能な男性トイレの数
飲料水の状況
・・・

災害対応基本共有情報（EEI）：データ属性
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新総合防災情報システム（SOBO-WEB）の概要図
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防災情報システム
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各機関の防災情報システムでの活用
（システム自動連携/データダウンロード）

SOBO-WEB（地図）の閲覧
※国、地方公共団体、指定公共機関が閲覧可能
※オンプレミスの閲覧は府省庁のみ
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携
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〇新総合防災情報システム（SOBO-WEB）は、災害情報を地理空間情報として共有するシステム。
〇災害発生時に災害対応機関が被災状況等を早期に把握・推計し、災害情報を俯瞰的に捉え、被害
の全体像の把握を支援することを目的としている。
○ 例えば、「浸水被害」と「医療・福祉施設」などの情報を地図上で重ね合わせて表示すること
で、救助・支援活動の優先順位づけ等の検討に活用することが可能。

集約した情報の活用災害情報集約

関連機関から情報を集約

解析雨量

断水情報

道路通行規制状況

等

①地図機能（SOBO-WEB）

②情報流通機能

※インターネット接続環境下の端末のWebブラウザより、
専用URLに接続後、ID/PASSの入力でアクセス可能。
専用端末不要で、PC・タブレット・スマートフォンから利用可。

システム同士のデータ連携により、災害情報の流通が可能。

新総合防災情報システム（SOBO-WEB）の概要

災害対応機関（国、地方公共団体、指定公共機関）、1,921機関※が利用可能
※2026年５月11日時点 5


